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続き、第 1 章から第 5 章および終章の全 7 章で構成されている。第 1 章では、第 2 章以下
の予備的な作業として、イタリアの労働条件決定システムと労使関係の特徴が析出され、








































 第 3 章「差別禁止規定の創設と均等待遇原則」では、第 2 章で分析された初期の均等待
遇原則と深い繋がりをもちつつ、同時に第 4章で分析される 1989年憲法裁判所判決以降の
議論の前提ともなる、1960 年代以降に制定された差別禁止法規－1970 年労働者憲章法第
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